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    頼ることなく、    

     自分の意志と努力で 

      行動に責任を持ち、 

       常に理想に向かって   

         たくましく歩む。 
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     建学の精神： 「世に廃物なく人に棄材なし」    １年部学年通信   第８号     

 

ささS A  

11月・12月のトピック 
 

11月5日（火）～8日（金） 

 かばん自由化の試行期間 

11月8日（金） 

 集会・身だしなみ点検 

 Literas論理言語力検定実施 

11月10日（日） 

 英語検定（2次）実施 

11月25日（月） 

 期末テスト範囲発表 

12月2日（金）～5日（木） 

 期末テスト 

2学期期末テスト 
  

 12月2日（月）～5日（木）の日

程で、第2学期期末テストが行わ

れます。なお、期末テスト個票

（結果）は、12月 17日（火）ま で

に配布されます。 

芸術鑑賞 
  

 12月11日（水）13時から沼津

市民文化センターにおいて「芸術

鑑賞」が行われます。今年は「高

校生オペラ鑑賞教室」です。保

護者の方も無料で鑑賞すること

ができます。お時間の都合がつ

きましたら、ぜひお越しください。 

《学年集会で話題にしたこと》 
   ●秋の日のつるべ落とし 
 日没が早くなり、登下校が心配な季節が続きます。複数名で登下校したり、街灯がある道

を優先して通行するなどの工夫、また万が一の場合にはすぐに警察に連絡する心づもりな

ど、防犯対応について考えました。 

   ●声量や言葉遣いについて 
 TPO（Time=時、Place=場所、Occasion=場面）に合わせた声量、また言葉遣いを意識す

るように生活すること、他人に対する挨拶なども同様であることを確認しました。 

  ●スマホ・SNSの使用について 
 スマホに関するアンケートでは、休日のスマホの使用時間が一日5時間を超える生徒が過

半数を超えていました。睡眠時間を７時間と考えれば、休日の半分以上を寝るかスマホを

触って過ごしているということになります。時間の重要性、時間の過ごし方をいま一度考える

必要があるようです。また、スマホ使用に関するルールがないという家庭は7割を超えてい

ました。ネットの世界に消しゴムはありません。正しく使いこなせないならば、そもそも使わな

いこと。ネット等に左右されない、芯の通った自分を確立することについても考えました。 

NEW SEAS
ON 

  【学年主任から】           「成長という微分」 

 先日、本館2階の机で勉強している生徒と少しばかり話をしました。ある教科の知識を「社会に出てから使うと

は到底思えない」と言っているのに対し、そんなことを言わずに少しずつ取り組めば良いのに…と思ってしまいま

した。学問の秋。「学」という字は旧字体では「學」と書きます。「學」は象形文字のため、一文字で意味のストー

リーがあります。まず上部から縦糸と横糸をがっちり織った布目を意味する「メ」、それを左右から「両手」で支

え、中段の「屋根の下」で「子」が学ぶ様子を表しているそうです。今年の校内模擬投票の投票率は、全体で

71.1%（1年生64.4%）。今年7月に行われた参院選投票率が48.8％ですから、実際の大人達よりも立派な数

字です。確かに一票は微々たるものかもしれません。しかし、ニュートン力学と同様、社会を変えたり人間が成

長する過程において重要なのは微分ではないかと考えますが、皆さんはどう考えますか。  後藤松太郎 

～2022年4月から始まる18歳成人に向けて～ 

 インフルエンザの 

 「罹患証明書」について 

 インフルエンザウィルスの拡散を

防ぐためにも、体調を崩したら早め

に医療機関を受診してください。なお、インフルエン

ザに罹患した場合は、出校停止（欠席扱いせず）と

なります。今季から静岡県の方針に従い、インフル

エンザに罹患した際は医療機関による「罹患証明

書」（本校ＨＰよりダウンロード可）を提出していただ

きます。（「入学のしおり」にあります「登校許可証
                  

明書」は、インフルエンザ以外の感染症で使用し
                     

てください
    

。）インフルエンザ罹患後から登校するま

での間は、毎日の検温をお願いします。 

コース研修について 
  

 12月６日（金）（1限時～6限時）に

キャリア教育の一環として、『ドリーム

マップ』を行います。ドリームマップと

は、自分の夢をビジュアル化するも

のです。自分の夢をより具体的に表

現できるような資料を事前に用意し

ておく必要があります。資料の例とし

て、自分がなりたい職業に関する

本、雑誌、写真や記事の切り抜きな

どがありますが、実施日までの間に

必要な資料を10葉ほど用意してくだ

さい。 


